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体重は

３か月で２倍、

１歳で３倍！！
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５～６か月 ７～８か月３～４か月１～２か月
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体重は生まれたと

きの約３倍、身長

は１.５倍になる

奥歯が生え始める

◇はいはいやつたい歩きができるように

なると、全身で活発に動き回ります。

また、指も上手に使います。

◇積木、おもちゃ車で遊びます。

◇外遊びができます。

◇まね、ふり、見立てが盛んになり、

ごっこ遊びをします。

ボール、砂遊びの道具で遊びます。

９～10か月 ３  歳２  歳１歳半１  歳
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◆指しゃぶり

早い赤ちゃんでは２か月頃より指しゃぶりをします。お腹が空いているのではな

く、安心感を得たり指をしゃぶる感覚を楽しんでいるのです。屋外などで活発に遊

ぶようになる２歳頃に自然になくなることが多いようです。

おしゃぶりは言葉の出る時期には妨げになるため、できるだけ与えないようにし

たほうがよいでしょう。もし使用するのであれば、時間を決めて使用しましょう。

◆哺乳ビンの消毒

３か月頃までは哺乳ビンの消毒が必要ですが、それ以降はきれいに洗い、

清潔な場所に保管しておけば必要ありません。５か月頃には赤ちゃんも周

りをペタペタ触り、何でも口へ持っていきます。哺乳ビンだけ消毒しても

意味がありません。

◆ミルクの量

ミルクで育てている場合、３か月頃になると飲む量にムラが出てミルクを残す場

合があります。これは、お腹が空いている時はたくさん飲み、食欲のない時は残す

よう赤ちゃんが自分でコントロールできるようになった証拠です。次の授乳まで機

嫌がよく、体重が増えていれば心配ありません。

◆うつぶせ寝

乳幼児突然死症候群（SIDS）予防のため、あおむけ寝の方がよいでしょう。

ただし、自分で寝返りができるようになれば（５～６か月頃）神経質になる必要

はありません。

◆おむつ交換

おむつかぶれの予防のために、こまめに取り換えましょう。

特別に皮ふが敏感な場合を除いて、授乳・離乳食の前後、起床

時、夜寝る前に確認する程度でよいでしょう。

◆声かけ

赤ちゃんはパパやママの声が大好きです。朝起きた時には「おは

よう」、おむつ換えの時は「さっぱりしたね」など、接するたびに

声かけをしてあげましょう。表情豊かな子に育ちます。赤ちゃんの

声のトーンに合わせて話すとコミュニケーションにつながります。

◆歩行器

乗せるのであればお座りできるようになってから（７か月頃）に

しましょう。

どうしても手が離せない時など、乗せておくと機嫌よくしてくれ

るので便利な時もありますが、段差のあるところで転倒したり、ス

トーブにぶつかったり危険も多いので注意が必要です。長時間乗せ

ないようにしましょう。



◆抱き方

首がすわる頃（３か月前後）になると、赤ちゃんは横に抱くより縦抱きの方を喜ぶよ

うになります。また、この頃になるとおんぶも可能です。

  

◆抱きぐせ

赤ちゃんが泣いたらできる範囲で抱いて答えてあげましょう。抱きぐせがつくことを

気にする必要はありません。抱いて満足するようなら、どんどん抱いてあげましょう。

ママやパパが忙しい時は多少泣かせておいてもかまいませんが、「ちょっと待っててね」

などの声をかけてあげ、できるだけ目を離さないようにしましょう。

◆洗たく・柔軟剤

洗濯の仕上げ用に使われる柔軟剤は赤ちゃんの肌には刺激になりやすく、湿疹など肌

のトラブルの原因になることがあるので使用を避けましょう。洗たく物のゴワつきが気

になる時は少し手で揉んでから着せましょう。また、洗濯のすすぎは十分に行いましょ

う。

◆クーラー・冷房

室温は一般的に夏は26～28℃、冬は20℃、湿度は50～60％が

目安です。あまりに暑い日や寒い日はクーラーや暖房を上手に使

ってあげましょう。夏の冷やしすぎは身体の調子を崩しやすいの

で外気との温度差が５℃を超えないよう注意しましょう。

冬の暖房は乾燥しやすいため加湿器を利用したり、洗たく物を

室内に干したりするとよいでしょう。

◆乳幼児揺さぶられ症候群の予防

泣いている赤ちゃんをなだめようと思って、あるいはイライラ

して、「なんで泣きやまないの！」と思わず激しく揺さぶってし

まう行為は大変危険です。赤ちゃんの頭の中はとてももろいので、

激しく揺さぶると障害が残ったり死亡したりする場合があります。

激しい揺さぶりは絶対にやめましょう。

赤ちゃんが泣きやまない時は…

おむつが汚れていないか、おなかがすいていないか、寒く暑くないかなど、泣いて

いる原因を考えたり、気分転換に散歩に出たりしてみましょう。それでも泣き続ける

なら、赤ちゃんが安全な場所にいることを確認して、隣の部屋で深呼吸して気持ちを

落ち着かせましょう。親しい人に電話をするにもよいでしょう。
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扇風機やクーラーの風は、直接

赤ちゃんに当たらないように。

　赤ちゃんはママのぬくもりによって安心して眠ることができます。赤ちゃんをおろ

す時は、お尻、背中、頭の順番（頭から先におろす方法もある）でゆっくりとおろし、

しばらくはママの上半身を密着させたまま様子をうかがいます。大丈夫そうであれば

ママの体をゆっくりと離し、頭を支えていた腕をそっとぬきます。事前におくるみで

くるんでおいてあげてもよいでしょう。

抱っこで寝た赤ちゃんを布団におろすコツ
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①熱をはかる前は、しばらく静かにさせて落ち着

かせる。

②わきの下の汗は、乾いたタオルやガーゼでよく

ふきとる。

③体温計の先端部分をわきの下中央にあたるよう

にはさむ。はさんだ腕をからだにつけるように

して、だっこするなどして固定する。

④赤ちゃんが動きまわらないよう、オモチャであ

やしたり、絵本を読んであげたりする。

体温は赤ちゃんの体調のバロメーター

です。普段からの平熱を知っておきま

しょう。

熱のはかり方
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◆たばこによる影響

お母さんが喫煙する場合、母乳にニコチンが含まる可能性が

あります。そのため、赤ちゃんが慢性ニコチン中毒になってし

まったり、また母乳が減ったり、母乳が出る期間が短くなるこ

ともあります。また家族が近くで喫煙すれば一緒にいる赤ちゃ

んは副流煙などを吸うことになり、肺炎や気管支炎、喘息など

の呼吸器系の病気にかかりやすくなるので注意しましょう。

「出典：㈱コムネット」
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◆予防接種

赤ちゃんや幼児は抵抗力が弱いので、病気になると重症になりやすく取り返しの

つかない状況にもなりかねません。そのような病気から少しでも赤ちゃんを守るた

めにあるのが予防接種です。接種スケジュールを立て、確実に接種しましょう。

○受けるときの注意

・接種する際はお子さんの健康状態を正確に話せる保護者が同伴して下さい。

・予防接種を受ける前には、お配りしたテキスト「予防接種と子どもの健康」を必ず

読んだ上、予診票を正しく記入して接種を受けてください。

※病気にかかったり、日程や接種間隔がわからない時などは保健センター又はかかり

つけ医や予防接種を受ける病院へ問い合わせしてください。

◆感染症

細菌やウイルスが身体に侵入しておこす病気で、免疫力の低

い乳幼児期はよくかかります。予防接種で防ぐことができるも

のもあります。

〈発疹の出る感染症〉

突発性発疹と水ぼうそう、麻疹、風疹があり、それぞれ熱の出方や発疹の状態が

異なります。

◆湿　疹

赤ちゃんの肌は大人より薄く敏感なので、湿疹がで

きやすくなっています。頭の中・ほほ・額に黄色いか

さぶた（脂漏性湿疹）ができたり、体や手足にぶつぶ

つができたりカサカサすることもよくあります。いず

れにしても清潔にすることが第一です。また、冬場に

暖かい室内で厚着していると湿疹がひどくなることも

あります。塗り薬は肌をきれいに洗ってから塗りまし

ょう。

６か月～１歳半頃に発症しやすく、

初めてかかる病気として多いです。

38℃～39℃ほど熱が出て熱が下が

る頃に発疹が出ます。

・突発性発疹 ・水ぼうそう

２歳～６歳の間で発症しやすく、

38℃ほど熱が出て発疹もできます。

予防接種によって予防することが

できます。



─ 9 ─

◆発　熱

体温の高い低いと病気の程度は必ずしも一致しません。

多少熱があっても

①食欲がある　②機嫌がよい

③活発に動く　④よく眠る

のであれば様子をみてもかまいません。赤ちゃんは

体温調節が未熟なので、夏の暑さや着せすぎでも体温

が上がることがあります。

◆便　秘

個人差はありますが、一般的に３日以上排便がない状態を便秘といいます。しか

し、３～４日に１回のうんちでも、硬くないうんちを強く力まずするようなら心配

いりません。

◆下　痢

赤ちゃんのうんちは、少しゆるくて回数も多いのが普通で

す。いつもと比べて急に回数が増えたり、水っぽくなってい

るようなら下痢と考えられますが、機嫌もよくいつもと変わ

りがなければ心配いりません。おむつをこまめに取り換え、

水分を多めに補給し様子をみましょう。

粉薬の飲ませ方

①小さな器に１回分をとり、湯

冷ましをたらして指先で煉る。

③塗りつけたあと、おっぱいや

ミルクなどを飲ませる。

②練ったものを指先にのせて赤

ちゃんのほおの内側に塗る。

◇発熱

咳や下痢を伴う。吐き気があり、

ぐったりして顔色が悪い。元気が

ない。ひきつけを起こした。

◇嘔吐

吐いた後ケロッとしていれば心配

いりません。下痢、熱がある、ま

たぐったりしていたらすぐ医師へ。

＜こんな時はすぐに医師に相談しましょう＞

◇腹痛

血便がある。激しく泣き、顔色が

青ざめているときは、腹痛を伴う

病気のことがあります。

◇ひきつけ

１～２分で落ち着くのであわてな

いで様子を見てから医師に連絡を。
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いつからはじめるの？ 誰がするの？

まずはじめに体をさすって
あげましょう

足と足の裏の準備運動

場所は？

腕と手のひらの準備運動
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ゆっくり、はっきり、くり返して話す

オムツかえようね～

上手、上手～♪

「ことばかけ」は
日常生活の自然なかかわりで十分

スマートフォンやテレビ、ビデオの
つけっぱなしはやめましょう

テレビやビデオを見る時の注意

小児科医が提言した

「テレビ・ビデオを見る際の注意事項」です。
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7

（毎日　午後７時～翌朝８時まで）



＜ふれあい編＞

１． ホームケアについて

２． 子どもの事故予防について

３． 心肺蘇生法などの実技　　　　　　　　　

◆心臓マッサージ（胸骨圧迫）と人工呼吸

心肺蘇生は大人と同様、心臓マッサージ（胸骨圧迫）30回と人工呼吸２回の組

み合わせを絶え間なく続けます。

・胸の厚みの約1/3沈む深さまで強く圧迫します。

・大人と同様、人工呼吸ができる場合は、気道を確保し人工呼吸を行います。

・胸骨圧迫30回と人工呼吸２回を交互に行います。

☆乳児（１歳未満）の場合

両乳頭を結ぶ線の少し足側を目安とした胸の真ん中を、２本の指で押します。

☆小児（１歳以上16歳未満）の場合

片手の付け根、もしくは体格が大きければ、大人と同様に両腕で胸骨圧迫を行っ

てもよいです。

◆人工呼吸

乳児の大きさでは口対口人工呼吸を

行うことが難しい場合があります。こ

の場合は、口と鼻を同時に自分の口で

覆う口対口鼻人工呼吸を行います。

─ 13 ─

乳幼児期にかかりやすい病気

や症状、対処方法、ホームケア

を知り、普段からすぐに受診で

きるように、かかりつけ医を決

めておきましょう。

乳児への人工呼吸（口対口鼻人工呼吸）

乳児への胸骨圧迫乳児の胸骨圧迫部位
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・調理前は手を洗いましょう。

・食品は必ず加熱しましょう。

・食べ残しは与えないようにしまし

ょう。



◆離乳食の回数・タイミング

最初は１日１回食から始めましょう。タイミングは朝起きてから２回目か３回目

の授乳タイムがよいでしょう。１か月くらいたったら２回食にしていきましょう。

できるだけ毎日同じ時間に食べさせましょう。

◆注意点

たんぱく質（魚、肉、卵、大豆、大豆製品）を与える際には、以下の点に注意しま

しょう。

・白身魚や豆腐から開始しましょう。

・卵は卵黄から開始しましょう。

・調味料は使用せず、素材の味を生かしましょう。

◆最初は穀物から

離乳の開始では、アレルギーの心配の少ないおかゆ（米）を１さじから始めまし

ょう。赤ちゃんの様子を見ながら翌日は２さじ、次は３さじと増やしていき、１週

間で５さじ程度にしていきましょう。慣れてきたら野菜や果物類を増やしていき、

さらに慣れてきたら白身魚や豆腐などのたんぱく質を増やしていきましょう。

◆食べなくてもすぐあきらめない

はじめは嫌がって口から押し出してしまうかもしれません。１回あげてみて

嫌がるようなら２～３日後に再チャレンジしてみましょう。

◆離乳食後の母乳・ミルク

離乳食後の母乳や育児用ミルクは、欲しがるだけあげましょう。

※量等の目安は23ページをご覧ください。
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◆注意点

たんぱく質（魚、肉、卵、大豆、大豆製品）を与える際には、以下の点に注意しま

しょう。

・魚類は、白身魚に加えて赤身魚（まぐろ、かつお等）を増やしましょう。

・卵は、卵黄に慣れてきたら全卵も使ってみましょう。

・肉類は、脂肪の少ない鶏肉から始めましょう。

※量等の目安は23ページをご覧ください。

・うどん

鶏ひき肉　　　　15g
ほうれん草　　　５g
人参　　　　　　10g
白玉うどん　　　少々
だし汁　　　　　1/4カップ
しょうゆ　　　　少々

・基本のおかゆ 　 7倍がゆ　　 　米　１：水７
ごはん　１：水５
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●前歯が生えてきたら

生後６～７か月頃に乳歯が生え始めます。

この時期には歯ブラシの感触に慣らすために

軽く歯にあててそっと動かす程度でよいでし

ょう。生えたての乳歯を歯ブラシでゴシゴシ

みがくと、歯肉を傷つけて出血しやすいので

やさしくみがいてあげましょう。みがくとき

にはひざに抱いて安定した状態でみがきまし

ょう。
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※量等の目安は23ページをご覧ください。



◆間食

１日３回の食事が中心ですが、お子さんの食欲や遊びなどに応じて１日１～２回

の間食を与えてもよいでしょう。ただし、間食は食事で取りきれなかった栄養を補

足するものですので、（市販の菓子ではなく）乳製品や果物などがおすすめです。
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◆調理形態は歯ぐきでかめる固さに

※量等の目安は23ページをご覧ください。
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※授乳・離乳の支援ガイド（2019改定版）より抜粋

離乳の進め方の目安
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☆
子育てにはちょっとした悩み、そしてストレスがつきものです。１人で悩まず気

軽に誰かに相談してみましょう。いろいろな講座や教室にも顔を出して、是非子育

て仲間も作りましょう。

◆赤ちゃんを連れて外へ出ましょう。

・　　　　　…乳幼児を持つ親子を対象に、つどいの広場と

いった遊びの場をはじめ、子育てサロンや

楽しいイベントを開催しています。

随時子育て相談を行っています。

※電話・来所・ＦＡＸ等による相談ができます。

・児　童　館…いつでもどなたでも利用できます。各地区ごとに設置されています。

いろいろな遊びの教室、母親クラブを行っています。子育て相談も

できます。

・保　育　園…各保育園では地域の子どもたちとのふれ合いの場として、園庭開放

日を設けています。

ひがしうら

総合子育て

支援センター

（うららん）



東浦町役場・児童課（保育係）

TEL（0562）83-3111（内線143）

FAX（0562）83-3912

（月～金）8:30～17:15

東浦町保健センター

TEL（0562）83-9677

FAX（0562）83-9678

（月～金）8:30～17:15

知多児童相談センター

TEL（0569）22-3939

FAX（0569）22-3949

（月～金）8:30～17:15

育児もしもしキャッチ

TEL（0562）43-0555

（あいち小児保健医療総合センター内）

（水・木・金 休診日を除く）

17:00～21:00

ひがしうら総合子育て支援センター

TEL（0562）83-8851

FAX（0562）84-0181（24時間受付）

（月～金）9:30～16:00

愛知県小児救急電話相談

短縮番号 ♯8000
※上記がつながらない場合は
052-962-9900

（年中無休）
19:00～翌朝8:00

ファミリー・サポート・センター（ひがしうら総合子育て支援センター内）

ＴＥＬ・ＦＡＸ（0562）84-0181
問い合わせ

※時間外の相談窓口です

夜間の看護師による保育者向けの救急電話相談（看護師

では対応困難なケースは小児科医）

◎子どもをちょっと預かって欲しいなと思われている方と、援助していただける方が会員となり、

お互いに助け合うシステムがあります。

◎母子保健衛生研究会による情報提供サイト（書籍・講習会・セミナーの案内、関係用品の販売、

海外での子育て情報他）赤ちゃん＆子育てインフォ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｍｃｆｈ.ｏｒ.ｊｐ

※時間外の相談窓口です

●育児に関する相談

●母と子の健康に関する相談

●ゆったりとした気分で子どもに接することができない

●子どもについあたってしまう

●子育てが不安でたまらない

●しつけの仕方が分からない

●子育て情報が知りたい

●子育ての仕方が分からない

●子育てに関する疑問・心配・悩み

●子育て仲間をつくりたい

●出産や育児について心配がある

●どこに問い合せたらいいかわからない

●予防接種のことが知りたい

●赤ちゃんの発育・発達について心配がある

電話・来所・FAX等による相談ができます。

●保育者が病気等で保育できない

●働くために保育園へ入れたい

●保育者のリフレッシュのため子どもを預けたい

困ったときの連絡先




